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次号予告「スパース性に着目した光計測」

巻頭言
分野の交差点の孤独  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥大関真之
総合報告
圧縮センシングの数理  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥酒井智弥
解説
符号化開口と回折格子による圧縮ハイパースペクトル 
イメージング  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥最田裕介

メタレンズを用いた分光画像の圧縮センシング 
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥小林史英

圧縮センシングによる高速時間領域ハイパースペクトル
イメージング  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥滝沢繁和ほか

フォーカス
圧縮センシングを活用した無線脳波計測デバイス実現に
向けた研究  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥兼本大輔
光学ハイライト
敬意とコミュニケーションによる産学連携事業 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥藤田和久
気になる論文コーナー

今後の特集予定
52巻 11号「テラヘルツ波技術の進展と社会実装への期待」
52巻 12号「わたしと光学教育」
53巻 1号「錯視の科学とその社会実装への展開」
53巻 2号「光周波数コムを用いた新しい分光・形状計測」
53巻 3号「位相物体の可視化・定量化と生体医療応用」 

//編集後記 //

　光集積回路の研究はシリコンフォトニクスの成熟と共
に大いに進展し，今や単素子開発のフェーズから集積化
されたデバイスをシステムとして実現するフェーズに移
行しつつあります．特に光回路と電気回路を一体集積す
る技術の発展によって，従来は複数の光学・電気部品を
組み合わせることで得られていた機能が，シリコンチッ
プを核としたコンパクトなデバイス上で実現されるよう
になりました．情報通信用の光集積トランシーバーはす
でに製品化されており，高まり続ける通信容量拡大の需
要に対して小型・安価・低消費電力などの付加価値を
もって応えています．
　これまでの当該分野の企画ではおもに単素子やデバイ
スの研究開発に関して掘り下げられていましたが，本特
集では光集積回路の実用化，または光源の一体集積など
さらなる高度化のためのキー技術として，配線と接合技
術に焦点を当てて特集を組んでみました．今後も光集積
回路に関する研究は増え続けると予想されていますが，
研究の軸はシリコンフォトニクスからニオブ酸リチウム
やシリコンと化合物半導体の一体集積，さらにはシステ
ム・機能実現に移っていくことでしょう．本特集がそれ
らの一助となれば幸いです．
　最後に，本特集へご寄稿いただいた執筆者の皆様，企
画段階から多くのご助言をいただきました編集委員の皆
様，取りまとめをいただいた編集局に，改めて深く感謝
を申し上げます． （下垣，杉田）

原著論文を募集しています
　「光学」では，日本語の原著論文を募集しています．会員・非会員を問わず，自由に投稿できます．皆様の意
欲的なご投稿をお待ちしております．
　また，上記に加え，特集テーマに関連のある原著論文も募集しています．この場合，採択となった論文はその
特集号に合わせて掲載できるよう，査読作業をより迅速化いたします．特集テーマ関連の投稿締切は，当該特集
号発行月の 4か月前の 10日です．特集号を明記のうえご投稿ください．
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